
□
煩
悶
に
四
五
年
を

越

後
靜

　
　

遠

私
は
幼
少

よ
り
畫

が
大
好
で
あ

つ
た
が
、
天
性
無
器

用
で
、
父

や
叔
父
の
樣
に
書
け
ぬ
け
れ
ど
、
職
業
の

餘
暇
に
は
文
人
畫

と
漢
詩

と
を
無

二
の
友
と
し
た
。

其
頃
つ
く
づ
く

考

へ
た

「
小
學
校
教
科
書
は
小
學
教

員

の
手
で
作
た
の
が
最
適
當
で
あ
る
」
と
又
掛
圖
も

教
員
自
身
で
描
く
が
宜

い
、
縱
令
畫

は
拙
く
も
教
育

的

に
出
來
て
居
れ
は
足
る
と
。

教
科
書

に
就
て
は
法
令
の
束
縛
が
あ

つ
て
自
由
な
ら

ね
ど
、
掛
圖
は
ぜ
ひ
教
育
的
の
物
に
し
た

い
と
思
ひ

思
つ
て
、
遂
に
大
膽

に
も
無
謀
に
も
之
れ
に
着
手
し

た
、
幾
多
の
苦
辛
は
見
事
に
失
敗
に
歸
し
た
。

そ
こ
で
參

考
の
爲

に
西
洋
の
掛
圖
を
取
寄
せ
て
見
た

に
、
云
ふ
に
云
は
れ
ぬ
妙
味
と
價
値
と
が
あ
る
の
で
、

彌

々
改
宗
に
决

心
し
て
、
十
餘
年
蒐
集
し
た
漢
畫

の

法
帖
扮
本
書
器

一
切
を
賣

つ
て
掛

圖

と
畫

具
に
換

へ
た
が
、
餓
鬼

に
鐵
棒
チ
ツ
ト
モ
手
が
動
か
ぬ
、
勿

論
其
筈
で

、
毫

も
洋
畫

の
智
識
の
無

い
上
に
漢
畫

の

粗
放
な
氣
習
が
遺

つ
て
害
を
爲
す
か
ら
。

大
に
困
つ
て
、
東
洋
畫

と
西
洋
畫

と
は
調
和
が
出
來

る
や
否
、
換
言
す
れ
げ
兩
畫

を
折
衷
し
て

(
卑
怯
乍

ら
)
吾
が
目
下
に
横
れ
る
過
渡
の
困
難
を
減
し
得
る

や
否
を
諸
家
に
質
し
た
が
結
局
不
可
能
!

殘
念
乍
ら
十
五
六
年
前

の
師
範
學
校
時
代
に
立
戻

つ

て
、
米
國
版
畫
學
書
で
鉛
筆
畫

を
習

ひ
復
し
た
が
、

性
來
の
無
器
用
で
人

一
倍

の
練
習
を
要
す
か
ら
、
終

に
紙
筆
に
窮
し
て
黒
板
白
堊

を
用
ゐ
る
の
止
む
な
き

に
陷

つ
た
、
是

れ
が
我

が
爲
に
新
生
面
を
開
く
基

と

な

つ
た
。

ナ
ゼ
な
ら
ば
、
兒
童
に
示
す
圖
畫

は
大
人
に
示
す
夫

れ
よ
り

も
尚

一
層
善
く
描
か
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る

に
、
此
頃
の
黒
板
畫

は
酷

ひ
者
で
あ

つ
た
、
中
學
大

學
亦
然
り
で
、
教
授
用
黒
板
畫

の
研
究
は
最
大
急
務

で
あ
る
と
信
し
て
、

一
身
を
之

に
投
じ
た
。

け
れ
ど
も
黒
板
畫

と
云
ふ

一
科
が
成
立

つ
て
は
居
ら

ぬ
、

ツ
マ
リ
圖
畫

の
應
用
で
あ
る
と
云
ふ
當
時

の
状

態
黒
板
畫

を
研
究
す
る
に
は
之
に
先
だ

つ
て
圖
畫
研

究

の
要
が
あ
る
。
色
チ

ョ
ー
ク
を
用

ふ
る
に
及
ん
で

色
彩
の
研
究

は
焦
眉
に
迫

つ
た
が
、
當
時
は
和
製
の

彩
畫
帖
は
無

い
、
我
地
方
で
洋
畫

を

や
る
人
は
皆
無

だ
、
外
國
製

の
手
本
は
高
價

で
年
に

一
册
よ
り
外
は

買
ふ
力
が
な

い
。

失
望
落
膽

、
煩
悶
に
四
五
年
を
經
過
し
た
、
此
地
獄

の
底
て
遙

に

一
道
の
光
明
を
認
め
た
、
夫

れ
は
大
下

先
生
の
水
彩
畫

の
栞

の
出
版
で
、
年
月
は
忘
れ
も
せ

ぬ
明
治
三
十
四
年
六
月
。

其
後
は
行
住
坐
臥
此
書
を
携

へ
ぬ
事
は
な

い
、
初
版

五
版

二
册
は
過

度
の
使
用
に
破
れ
て
、
今
は
水
彩
畫

階
梯
が
代

つ
て
指
導
の
任
に
當

つ
て
居
る
。

私
が
彩
畫

に
志
し
た
動
機
(寧
ろ
經
過
力
)は

コ
ン
ナ

に
幾
變
轉

を
經

た
も
の
で
あ
つ
た
。
　
　

□

二
股
尾
の
春

(
大
下
先
生
筆
繪

ハ
ガ
キ
を
見
て
)

石

見

孤

崖

生

お
ち

こ
ち
罩

む

る
花

の
霞

、
平
和
な

る
春

の
色

は
、

こ

ゝ
に
も
き
ざ
し

て
、
桃
花

今
眞

盛
り

の
こ

ゝ
二
股

尾

の
里
、
氣

は
醉

ゑ
る
に
も
似

て
、
蝶

は
安

ら
か
に

花

間
に
眠

る
、

オ
ヽ

平

和
な

る
村
里

よ
!
、
千
畝

の

青

畑

の
か
な
た
低

う
遠

く
た
ゞ

よ

へ
る
は
雲

か
將

た

連
山

か
!
。

□
大
き
な
聲
で
水
彩
畫
と
は

辻

本
靜

波

朱

に
交

れ
ば
赤

く
な

る
と
古
語

に
も
言

つ
て
あ

る
通

り

、
自
分

も
水
彩
畫

に
志

せ
し
最

初
の
動
機

は
、
實

に
我
が
朋
友

が
然
ら
し
め
た

の
で

あ
る
、
こ

の
高

尚

優
美
な

る
水
彩
畫

を
學

ぶ
べ
き
動
機

を
得

せ
し

め
た

の
は
、
即

ち
我

が
朋
友
な

の
で

あ
る
。

自

分
は
浪
速

の
學

校

に
居

る
時

分
、
同
室

に
て
机
を


